
関連記事 ： 「国も後押しする“訪問リハビリテーション”」

ふれあい通信
多摩地域の在宅医療・介護・福祉・保健を支える

7月号

2021

「訪問リハビリテーション」10月開設！

訪看のリハとの違いやメリットは？

訪問で提供するリハビリテーションには、病院･診療所、介護老人保健施設、介護医療院の

みが設置主体となれる「訪問リハビリテーション（以下訪問リハ）」と訪問看護ステーション

による「訪問看護のリハビリテーション（以下訪問看護のリハ）」があります。これまで、たま

ふれあいグループでは後者の「訪看のリハ」としてサービスを提供してまいりましたが、今

秋１０月より、新たに「訪問リハビリテーション」を立ち上げることとなりました。何故、今訪

問リハビリテーション部門を立ち上げるのか？その理由をご紹介します。

これまでは「訪問看護ステーションにおけるリハビリ」としてのみ活動

記事：地域相談室 相談員 藤田 杏

ふれあい通信は、地域相談室のメンバーがつくる 「地域とつながる」 広報誌です

たなばたさんを

要チェック！

（訳: 仙台七夕を要チェック！）

連携力の高さも
リハチームの特長です！

OTとして最適な
サービス提供を目指します

七夕飾りで彩られます♪

全 力 × 相 談 員

フジタがゆく！

フジタのつぶやき

真剣に、そして楽しみながら！

訪問リハビリスタッフ 成田

〒214-0014

川崎市多摩区登戸１７６３
ライフガーデン向ヶ丘２F

私生活では
イクメンぶりを発揮！

訪問リハビリ（ＯＴ）

成田 淳之介

趣味は高校から社会人になった今も続
けているハンドボール。体力には自信
があります（笑）！ケアマネさま、
ＭＳＷさまをはじめ、今後もお電話さ
せていただくことがあるかと思います
が、どうぞ宜しくお願い致します！
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10月より「訪問リハビリテーション」と
して開設を予定しております。法人内
の他職種、他事業所と密に連携し、御
利用者に適切なサービスを提供しま
す。グループにはGH、看多機、DS、
就労支援事業所があり、必要に応じ
サービスの追加や移行も可能です。

記事・監修 榛葉 寛
訪問リハビリテーション管理者

と

「訪問看護のリハ」はあくまでも看護であり、
「訪問リハビリ」であることが生むメリットは大きい
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では、「訪問リハビリテーション」であるメリットとは？
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制度改定の背景にあるもの

「訪問リハビリテーション

のリハ] だからこそのメリット

メリット

１

退院後の手厚いリハビリ

週1～週6回迄、退院後３
ケ月間は利用者さまに必要
な分だけリハビリを提供

通所リハ・訪問リハにおける短期集中リハビリテーショ
ンとは、退院、退所日等から3か月以内の利用者に対し
て、身体機能の回復するための集中的なリハビリテー
ションを個別に実施するものです。入院、入所中にリハ
ビリテーションを受けていた方は、退院、退所直後に機
能が低下することがあり、それを防止するために、退院、
退所後できるだけ早期に訪問・通所リハビリテーション
等でリハビリテーションを受けることが効果的であると
考えられています。

また、訪問リハでは、退院・退所後のリハビリテーショ
ンを充実させる観点から、退院・退所後３か月間は週12
回（1回20分）のリハ提供が可能となっています。訪看
のリハに関しては、退院・退所後の集中的なリハビリと
いう考え方はなく、介護保険下では全対象者について週
6回（1回20分）が限度とされていますので、倍の時間を
使って集中的にリハビリを行うことができます。

回復に重要な「退院後すぐのリハ」

訪問リハなら2倍の時間まで可能

メリット

２

医師の介入で効果ｕｐ↑

当事業所の医師が定期的
に診察することで医師と療
法士が密に連携。負荷量、
中止基準等、リハビリに関
して、より具体的な指示を
出します。

訪問リハビリテーションの実施に当たっては、医師及び
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が、当該医師の診
療に基づき、訪問リハビリテーション計画を作成する必
要があり、医師関与（指示）が必要となります。

その場合、指示がリハビリの有無だけでなく、実施の留
意点、運動負荷量、中止基準などが含まれる方が、より
大きな機能回復につながり、その後のＡＤＬ向上に結び
付くというデータがあります。

当クリニックの医師による直接の指示で

リハビリ効果が向上 (機能回復 )

訪看のリハ

医師 看護師

指示 評価

療法士

訪問リハ

医師

指示
評価

療法士

リハビリ効果の向上

要支援・要介護の方、

介護保険未申請の方

（一部訪問看護対象者を除く）

訪問看護における医療保険対象者

かつ医療依存度が高い方

医療保険対象の方など様々に
受け入れるため訪看のリハも継続

メリット

１

退院後の手厚いリハビリ

週1～週6回迄、退院後３
ケ月間は利用者さまに必要
な分だけリハビリを提供

メリット

３

個別担当制を導入

各利用者さまに担当療法士を決め、ご希望を

伺い、状態を見て、最適なリハビリを提供。

メリット

４

グループの密な多職種連携

グループでＧＨ、看多機、ＤＳ、就労支援事業が

あり、必要に応じサービスの追加や移行も可能

医師が指示を出すことでADLが向上



胃・腸腎ろう/経鼻胃管/気管切開
喀痰吸引/TPN管理/バルン・ストマ

重度褥瘡 /呼吸器管理 他

地域相談室直通電話番号

その他ご相談・お問い合わせ いつでもお待ちしております◎

記号の見方 ◎ 充分空き 〇 空きあり △ 残りわずか ▲ 要相談（待機者少ない） ✕ 空きなし

訪問
診療

訪問看護ＳＴ

居宅
介護
支援
事業所

たまふれあいの家 たまフレ！

看護

リハビリ

認知症
デイ

看
多
機

グループ
ホーム
枡形

グループ
ホーム
登戸新町

障害者
計画
相談
支援

障害者
就労
継続
支援
Ｂ型

障害者
就労
移行
支援

ＰＴ ＯＴ ＳＴ

◎ 🔺 △ △ △ ○ ◎ ◎ 🔺 🔺 △ ○ ○
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書を捨てよ現場へ出よう

広報が「訪問リハビリ」
１週間密着 #やってみた

ご自宅・施設等 どこでも訪問リハ

素朴な疑問をぶつけてみた

突撃取材は相談員・フジタばかりではありません！

ということで今回も私、広報の前田が「訪問リハ」利

用者さまの１週間に密着してきました。非専門職な

らでは（？）の視点も大事にしていきます💦

たまフレ！では

装具など用具の使い方
なども指導

グループの多職種で
常に連携しています

スタッフ一同、
お待ちしております！

広報・前田

リハ・榛葉
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広報・前田

リハ・榛葉

リハビリの目的

基本動作の訓練（寝起き、立ち座り、屋内外歩行）/生活動作の訓練（食事、トイレ、入浴、着替え、車椅子駆動）/転
倒予防/痛みの軽減・予防/拘縮予防/生活関連動作（掃除、料理、洗濯、リモコン操作、書字、鋏の使用、買い物）/趣味活動
（楽器、PC、麻雀）/福祉用具の選定・調整（車椅子、自助具）/家屋評価・環境調整（生活動線の評価、手すりの位置、

ベッドの高さ、住宅改修提案）/自主トレ指導/家族指導

嚥下訓練もＳＴの分野です

地域の医療・介護・福祉関係者の皆様へ

特別に日頃の感謝の意味を込めて

「コロナ禍での日常を過ごす」意味を問う

第二回

多職種連携感謝セミナー
林家たい平 WEB講演会

笑顔のもとに笑顔が集まる
～ままならない日常の中で～

視聴無料

配信日時

配信方法

問い合わせ

10/22（金）～

１週間限定録画配信（予定）

ネット上での録画配信
申込方法など詳細は追ってご連絡

広報・前田

笑いすぎ注意！


